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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年6月27日(2019.6.27)

【公表番号】特表2017-512759(P2017-512759A)
【公表日】平成29年5月25日(2017.5.25)
【年通号数】公開・登録公報2017-019
【出願番号】特願2016-554855(P2016-554855)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/32     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/32     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年5月23日(2019.5.23)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３１と９０％～１００％相同であ
るアミノ酸配列を含有する第１の重鎖相補性決定領域（ＨＣＤＲ１）、
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：６、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２４またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３２
と９０％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する第２の重鎖相補性決定領域（ＨＣ
ＤＲ２）、
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：７、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２５またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３３
と９０％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する第３の重鎖相補性決定領域（ＨＣ
ＤＲ３）、
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８と９０％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する第１の
軽鎖相補性決定領域（ＬＣＤＲ１）、
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　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：９またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３５と９０％～１００％相同であ
るアミノ酸配列を含有する第２の軽鎖相補性決定領域（ＬＣＤＲ２）、および
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１０またはＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３６と９０％～１００％相同で
あるアミノ酸配列を含有する第３の軽鎖相補性決定領域（ＬＣＤＲ３）、
を含む、抗体またはその抗原結合部分。
【請求項２】
　前記ＨＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５であり、
　前記ＨＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：６であり、
　前記ＨＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：７であり、
　前記ＬＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８であり、
　前記ＬＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：９であり、および
　前記ＬＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１０である、
請求項１に記載の抗体またはその抗原結合部分。
【請求項３】
　前記ＨＣＤＲ１と前記ＨＣＤＲ２との間に介在するＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１１のアミノ
酸配列と８０％～１００％相同であるフレームワークをさらに含み、前記ＳＥＱ　ＩＤ　
ＮＯ：１１のアミノ酸配列と８０％～１００％相同であるフレームワークは、位置９にあ
るグリシンを含有し、
　前記ＬＣＤＲ１と前記ＬＣＤＲ２との間に介在するＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１２のアミノ
酸配列と８０％～１００％相同であるフレームワークをさらに含み、前記ＳＥＱ　ＩＤ　
ＮＯ：１２のアミノ酸配列と８０％～１００％相同であるフレームワークは、位置１２に
あるプロリンおよび／または位置１３にあるトリプトファンを含有する、請求項２に記載
の抗体またはその抗原結合部分。
【請求項４】
　前記ＨＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５であり、
　前記ＨＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２４であり、
　前記ＨＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２５であり、
　前記ＬＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８であり、
　前記ＬＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：９であり、および
　前記ＬＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１０である、
請求項１に記載の抗体またはその抗原結合部分。
【請求項５】
　前記ＨＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３１であり、
　前記ＨＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３２であり、
　前記ＨＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３３であり、
　前記ＬＣＤＲ１は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８であり、
　前記ＬＣＤＲ２は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３５であり、および
　前記ＬＣＤＲ３は、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３６である、
請求項１に記載の抗体またはその抗原結合部分。
【請求項６】
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する重鎖の
可変領域およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：４と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列を含
有する軽鎖の可変領域を含む、抗体またはその抗原結合部分。
【請求項７】
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１３と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する重鎖
の可変領域およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１４と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列
を含有する軽鎖の可変領域を含む、抗体またはその抗原結合部分。
【請求項８】
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２１と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する重鎖
の可変領域およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２２と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列
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を含有する軽鎖の可変領域を含む、抗体またはその抗原結合部分。
【請求項９】
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２９と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する重鎖
の可変領域およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３０と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列
を含有する軽鎖の可変領域を含む、抗体またはその抗原結合部分。
【請求項１０】
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３７と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列を含有する重鎖
の可変領域およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：３８と８５％～１００％相同であるアミノ酸配列
を含有する軽鎖の可変領域を含む、抗体またはその抗原結合部分。
【請求項１１】
　寄託番号ＰＴＡ－１２１１３８でＡＴＣＣに寄託され、２Ｃ２と指定されたハイブリド
ーマ、寄託番号ＰＴＡ－１２１３１０でＡＴＣＣに寄託され、３Ｄ７と指定されたハイブ
リドーマ、寄託番号ＰＴＡ－１２１３１１でＡＴＣＣに寄託され、７Ａ１１と指定された
ハイブリドーマ、寄託番号ＰＴＡ－１２１１３７でＡＴＣＣに寄託され、２Ｆ８と指定さ
れたハイブリドーマ、および寄託番号ＰＴＡ－１２１３１２でＡＴＣＣに寄託され、１Ｅ
１と指定されたハイブリドーマからなる群から選択されるハイブリドーマによって産生さ
れる、抗体またはその抗原結合部分。
【請求項１２】
　抗原が腫瘍関連の糖類抗原である、請求項１～１１のいずれか１項に記載の抗体または
その抗原結合部分。
【請求項１３】
　前記糖類抗原は、Ｇｌｏｂｏ　Ｈ、ｓＬｅｘ、ｓＴｎ、Ｔｎ、ｓＬｅａ、α－ＮｅｕＡ
ｃ－ＯＣＨ２Ｃ６Ｈ４－ｐ－ＮＨＣＯＯＣＨ２、Ｆｕｃα１－２Ｇａｌβ１－４ＧａｌＮ
Ａｃβ、ＮｅｕＡｃａ２－６Ｇａｌｂ、Ｇａｌａ１－３Ｇａｌｂ１－４ＧｌａＮＡｃｂ、
（ＮｅｕＡｃａ２－８）３、６Ｇａｌ－ＨＳＯ３－ＳｉａＬｅｘ、６ＧｌｕＮＡｃ－ＨＳ
Ｏ３－ＳｉａＬｅｘ、α２－６シアル酸二分岐型Ｎ－グリカンまたはポリシアル酸である
、請求項１２に記載の抗体またはその抗原結合部分。
【請求項１４】
　（ａ）全免疫グロブリン分子；（ｂ）ｓｃＦｖ；（ｃ）Ｆａｂ断片；（ｄ）Ｆ（ａｂ’
）２；または（ｅ）ジスルフィド結合Ｆｖから選択される、請求項１～１３のいずれか１
項に記載の抗体またはその抗原結合部分。
【請求項１５】
　（ａ）重鎖領域および（ｂ）軽鎖領域を含む、ヒト化抗体またはその抗原結合部分であ
って、
　前記重鎖領域は、それぞれＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：５、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：６およびＳ
ＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：７に示すアミノ酸配列と９０％～１００％相同であるアミノ酸配列を
有する３個のＨＣＤＲ：ＨＣＤＲ１、ＨＣＤＲ２およびＨＣＤＲ３と、
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８７と８０％～１００％相同であるアミノ酸配列を有し、リーダ
ー配列と前記ＨＣＤＲ１との間に介在するフレームワークと、
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８９と８０％～１００％相同であるアミノ酸配列を有し、前記Ｈ
ＣＤＲ２と前記ＨＣＤＲ３との間に介在するフレームワークと、を含み、
　前記軽鎖領域は、それぞれＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：９およびＳ
ＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１０に示すアミノ酸配列と９０％～１００％相同であるアミノ酸配列
を有する３個のＬＣＤＲ：ＬＣＤＲ１、ＬＣＤＲ２およびＬＣＤＲ３と、
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：８８と８０％～１００％相同であるアミノ酸配列を有し、リーダ
ー配列と前記ＬＣＤＲ１との間に介在するフレームワークと、
　ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：９０と８０％～１００％相同であるアミノ酸配列を有し、前記Ｌ
ＣＤＲ２と前記ＬＣＤＲ３との間に介在するフレームワークと、を含む、
ヒト化抗体またはその抗原結合部分。
【請求項１６】
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　請求項１～１４のいずれか１項に記載の抗体もしくはその抗原結合部分または請求項１
５に記載のヒト化抗体またはその抗原結合部分と、
　薬学的に許容可能な担体と、
を含む、薬学的組成物。
【請求項１７】
　癌細胞の増殖を抑制するための薬剤の製造における請求項１～１５のいずれか１項に記
載の抗体またはその抗原結合部分の使用。
【請求項１８】
　前記癌は、乳癌、肺癌、前立腺癌、膵臓癌、胃癌、卵巣癌、子宮内膜癌、結腸癌、肝臓
癌、鼻咽頭癌、皮膚癌、口腔癌、腎臓癌、脳腫瘍、子宮頸癌または膀胱癌である、請求項
１７に記載の使用。
【請求項１９】
　癌の治療剤の製造における請求項１～１５のいずれか１項に記載の抗体またはその抗原
結合部分の使用。
【請求項２０】
　前記癌は、乳癌、肺癌、前立腺癌、膵臓癌、胃癌、卵巣癌、子宮内膜癌、結腸癌、肝臓
癌、鼻咽頭癌、皮膚癌、口腔癌、腎臓癌、脳腫瘍、子宮頸癌または膀胱癌である、請求項
１９に記載の使用。
【請求項２１】
　寄託番号ＰＴＡ－１２１１３８でＡＴＣＣに寄託され、２Ｃ２と指定されたハイブリド
ーマ、寄託番号ＰＴＡ－１２１３１０でＡＴＣＣに寄託され、３Ｄ７と指定されたハイブ
リドーマ、寄託番号ＰＴＡ－１２１３１１でＡＴＣＣに寄託され、７Ａ１１と指定された
ハイブリドーマ、寄託番号ＰＴＡ－１２１１３７でＡＴＣＣに寄託され、２Ｆ８と指定さ
れたハイブリドーマ、および寄託番号ＰＴＡ－１２１３１２でＡＴＣＣに寄託され、１Ｅ
１と指定されたハイブリドーマからなる群から選択されるハイブリドーマ。
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